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ＮＯ．１１ H２３．２．６ 

文責 生徒指導部 今坂 

 １４日はバレンタインデーです。ご存知のように、自分の思いを伝えたり贈り物をしたり

する日となっています。 

 由来は、３世紀にローマで殉教した「ヴァレンチーノ」という人からきているようです。

日本でチョコを贈るようになったのはチョコレート会社が始めてからだそうで、７０年代か

ら広がり始めたそうです。最近では、「友チョコ」を贈るなど気持を伝える相手も様々ですし、

男子も贈ったりしているようです。 

 

 波多津小学校の子ども達の中にも楽しみにしている子がいるかもしれません。なかには、

クラス全員に手作りのチョコレートを持ってこようと思っている子もいるかもしれません。

しかし、学校には『必要ないものは持ってこない』ということになっていますし、贈ったり

贈られたりすることが負担になったりクラス内の関係がこわれたりしか 

ねないこともありますので、学校には持ってこないというこ 

とになりました。このような主旨をご理解いただいて、ご協力をお願 

いいたします。 

 

思いを伝えることは自由ですので、このバレンタインデー 

という行事を家に帰ってから楽しんでくれたらと思います。 

 

○引き出しや棚の中には，何を入れているかわかるようにしておく。 

※時間割の順に入れるなど工夫すると取り出しやすい。 ※ノートにインデックスなどをつけると開きやすい。 

○教室にあるものや学校のものを使ったら，必ず元の場所に戻す。 

※みんなが使いやすいように。 

 

 

先日、算数についてのアンケート結果を見ていく中で、「手を挙げて発言するようになっ

た」という回答が増えていることがわかりました。その理由の中に「積極的に発言すること

は大切なことだから」というものがありました。その子の保護者の方が以前から、「いろい

ろな場面で積極的に行動することは大切なことだよ。」と話してくださっていたようです。

保護者の方が子ども達に伝える言葉というのは素直に子ども達の心の中に入っていくものな

のだなあということを改めて感じました。 

 ２月３日は節分でした。子ども達の中には、自分の心の中の鬼と向かい合った子もいたの

ではないでしょうか。いろいろな機会を見つけて、保護者の方から子ども達へ思いを伝えて

いただけたらいいなあと思います。 


